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第１章 策定にあたって 

１ 策定の背景・目的 

調布市では，中心市街地活性化プラン（平成 24年度～令和２年度）に基づく取組をはじ

め，市内における世界的なスポーツイベントの開催や，トリエ京王調布やイオンシネマシ

アタス調布の開業を好機と捉え，多様な主体と連携して，調布駅を中心とした地域経済活

性化に取り組んできました。 

新型コロナウイルス感染症の流行以降は，中小企業事業資金融資あっせん事業の拡充を

はじめ，市内消費喚起策や感染予防対策への補助など，感染症の影響を受ける事業者支援

につながる取組について，調布市商工会と連携しながら，機動的に対応し，地域経済の再

活性化に努めてきました。また，感染症対策を徹底し，「映画のまち調布」や「水木マンガ

の生まれた街 調布」等の地域資源を活用した観光施策に取り組んできました。 

こうして推進してきた各種取組について，コロナ後の社会潮流を捉えつつ，調布市基本

構想（以下「基本構想」という。）を踏まえ，調布市基本計画（以下「基本計画」という。）

と連携しながら体系的に整理し，各施策の推進による「集客」「回遊」「消費」の循環の生成

をテ―マに，総合的な産業振興につなげるための（仮称）調布市産業振興プラン（以下「本

プラン」という。）を策定します。 

 

２ 位置づけ 

本プランは，市の目指すべきまちの将来像と，その実現のための基本方針を示している

基本構想の内容を踏まえ，策定するものとなります。 

したがって，基本構想を具現化するための主な施策の体系や各施策における主要な事業

を示している基本計画と連携しながら，産業振興における市の基本的な考え方を定め，急

速に変化する社会潮流を捉えつつ，市の実情に即した産業振興施策を推進していくための

指針とすることとします（図表１-１）。 
 

図表１-１ 本プランの位置づけ 
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３ 計画期間 

本プランの計画期間は，現行の基本構想（令和５年度から令和 12年度まで）の期間を踏

まえ，令和７年度から令和 13年度までの７年間とします。 

改定時期は，原則として新たな基本構想の初年度とし，基本構想の内容を踏まえたうえ

で，基本計画との連動性も考慮しつつ，内容を検討していきます。（図表１-２）。 
 

図表１-２ 計画期間 
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第２章 これまでの取組について 

１ 商工業振興 

調布市商工会と連携して市内産業の発展に取り組んできました。具体的な取組としては，

バイ調布チケット事業を通じてプレミアム付き商品券を販売することで消費喚起を図ると

ともに，調布市お土産ＳＥＬＥＣＴ事業では市内の自慢の商品をＰＲし，調布マーケット

事業では飲食店のテイクアウト支援を行ってきました。また，新型コロナウイルス感染予

防対策補助事業を実施し，中小企業の感染予防の取組を支援しました。 

商店街1の買物環境整備としては，街路灯の維持・撤去事業やイベント事業への補助を行

いました。また，地域産業振興事業としてまちゼミの開催や半券サービス事業，商品券マ

ップの作成を支援し，城西国際大学と協働で商店会2ＰＲのコマーシャル制作等を実施しま

した。 
 

 

２ 観光振興 

調布市観光協会と連携して多様な観光・地域活性化事業を展開し，実施しました。古刹・

深大寺や神代植物公園のイベント開催を支援し，来訪者数の増加を図るとともに，「水木し

げる氏生誕 100周年プロジェクト」や「ゲゲゲ忌」を通じて，「水木マンガの生まれた街 調

布」の認知度向上を推進しているほか，映画・ドラマのロケ支援や映画関連イベント，「ガ

チョシアター」のＰＲ映像制作等で「映画のまち調布」をＰＲしてきました。 

さらに，調布花火の開催やＦＣ東京との連携イベントを実施することで，市内外からの

来訪を促すとともに，多言語対応の観光マップ発行や無料Ｗｉ-Ｆｉの整備を通じて，外国

人観光客の受入れ環境を強化してきました。 

  
                                                   
1 商店街は，社会通念上消費者により，まとまった買い物の場として，人または車両が常時通行できる道路等を内包した商店

会が所在する場所を意味します。 
2 商店会は，中小小売商業又はサービス業に属する事業者の相当数が近接してその事業を営み，かつ組織的な活動を行ってい

る組織体を意味します。 

【主な取組】 

○調布市商工会への支援 

○商店街買物環境整備等の支援（イベント，街路灯電気料金，施設整備に係るもの） 

○イオンシネマ シアタス調布の開業を契機とした映画チケットの半券サービス事業 

○世界的なスポーツ大会の開催を契機とした市内事業者が作成した製品等のＰＲ 等 

【主な取組】 

○古刹・深大寺を核とするイベントや神代植物公園主催の各種イベントの開催を支援 

○「水木しげる氏生誕 100周年記念プロジェクト」や「ゲゲゲ忌」をはじめとする「水

木マンガの生まれた街 調布」の推進 

○映画・ドラマ等ロケ支援（フィルムコミッション事業），ロケツーリズムの推進，映

画・映像関連企業との連携した取組などの「映画のまち調布」の推進 

○調布花火の開催 

○ＦＣ東京をはじめ，プロスポーツチーム等と連携した地域活性化事業の展開 

○多言語による観光マップや無料公衆無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）の環境整備   等 
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３ 事業者支援 

新型コロナウイルス感染症や物価高騰の影響を受けた事業者への支援として，商工会と

連携してプレミアム付商品券事業やキャッシュレス決済ポイント還元事業，物価高騰支援

事業や感染予防対策支援事業などを実施しました。 

また，中小企業向けに，事業資金融資あっせん事業やセーフティネット保証制度の認定，

金融機関と連携した支援事業を展開しつつ，経営相談やテーマ別相談，融資相談，税務相

談，セミナーを実施するとともに，創業支援として，市内の空き店舗を活用した創業者に

対して賃借料を補助する創業チャレンジ支援事業やスモールオフィスの貸出を行いました。 
 

 

 

４ 雇用・就労の支援 

ハローワーク府中などの関係機関と連携して様々な就労支援事業を展開しました。「調布

国領しごと情報広場」をハローワーク府中と共同で運営し，市内外の求職者に職業紹介や

相談業務を提供するとともに，マザーズコーナーでは，働きたい女性のためのセミナーや

面接用スーツの貸出を行い，就労の支援をしました。 

また，地域若者サポートステーション事業では，若者を対象にした職場体験やセミナー

を実施して就労へつながるように支援しました。 

さらに，高齢者等の雇用促進を図るための就職面接会や労働セミナーも開催しており，

街頭労働相談や各種セミナー等を通じて，労働法に関する知識や情報の提供を行い，労働

トラブルの事前回避を図るなど，多様なニーズに応じた就労支援を行いました。 
 

 

  

【主な取組】 

○新型コロナウイルス感染症や物価高騰の影響を受けた事業者への支援（商工会との連

携による感染予防対策支援事業，消費喚起策（プレミアム付商品券事業，キャッシュ

レス決済ポイント還元事業），物価高騰支援事業の実施） 

○中小企業事業資金融資あっせん事業や金融機関と連携した中小企業支援事業の実施 

○創業等相談，テーマ別相談，融資相談，税務相談，事業承継相談，セミナーの実施 

○スモールオフィス（産業労働支援センター内）での創業支援や空き店舗等を活用した

創業チャレンジ支援事業の実施   等 

【主な取組】 

○ハローワーク府中との連携による調布国領しごと情報広場の運営参画，マザーズコー

ナーにおける就労支援 

〇地域若者サポートステーション事業の支援 

○高齢者等の雇用促進に関する支援      等 
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第３章 現状と課題 

１ 国の動向等 

(１)新型コロナウイルス感染症の感染症法上の５類移行の状況 

中小企業・小規模事業者を取り巻く経営環境について，新型コロナウイルス感染症の感

染症法上５類への移行や部品不足等の供給制約の緩和により回復が見られます（図表３-

１）。 

一方，物価高騰や人手不足等の問題に直面しています（図表３-２）。 
 

図表３-１ 売上高の推移（企業規模別） 

 
（出典：2024 年版中小企業白書） 

 

図表３-２ 経営上の問題点の推移（中小企業編） 
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（出典：2024 年版中小企業白書）  
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(２)人材確保に向けた職場環境の整備 

職場環境の整備への取組状況別に従業員数の変動状況をみると，職場環境の整備に向け

た取組に積極的な事業者ほど，従業員数が「増加」していると回答する割合が高くなって

います（図表３-３）。 
 

図表３-３ 従業員数の変動状況（職場環境の整備への取組状況別） 

 
（出典：2024 年版中小企業白書） 

 

(３)小規模事業者の経営課題 

小規模事業者の経営上の問題点として，売上不振や原材料高，求人難等が挙げられてい

ます（図表３-４）。 
 

図表３-４ 2023 年 10-12月時点における経営上の問題点（小企業） 

 
（出典：2024 年版中小企業白書・小規模企業白書概要（案））  
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(４)起業・創業 

開業費用の少額化が進んでおり，創業にチャレンジしやすい環境となる中で，創業に挑

戦する若年層が今後増えていくことが期待されます（図表３-５）。 

 

図表３-５ 開業費用の平均値及び中央値の推移，29 歳以下の起業者数の推移 

 

（出典：2024 年版中小企業白書・小規模企業白書概要（案）） 
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２ 調布市の現状 

(１)人口動態 

日本の総人口は 2011年以降，減少傾向にあり，日本の将来推計人口（令和５年推計）に

よると，令和２（2020）年国勢調査による１億 2,615 万人が 2070 年には約７割の 8,700 

万人に減少すると推計されています。また，65 歳以上人口の総人口に占める割合が，令和

２（2020）年の 28.6％から 2070年には 35.3％に高まると推計されています。 

一方，調布市の人口は，近年緩やかな増加傾向にありつつも，令和 12（2030）年をピー

クに減少に転じる見込みです（図表３-６）。 

 

図表３-６ 調布市の年齢別人口推計 

 

（出典：「調布市の将来人口推計（令和４年３月）」をもとに作成） 
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(２)産業特性 

①事業所数・従業者数 

令和３年の調布市の事業所数は 6,771 事業所，従業者数は 83,029 人であり，平成 28 年

よりもそれぞれ増加しています（図表３-７）。 

 

図表３-７ 事業所数・従業者数の推移 

 

（出典：「経済センサス」（総務省）をもとに作成） 

 

②産業分類別事業所数 

産業分類別事業所数をみると，「卸売業，小売業」（21.3％）が最も高く，次いで「医療，

福祉」（12.7％），「宿泊業，飲食サービス業」（12.5％）となっています（図表３-８）。 

 

図表３-８ 産業分類別事業所数 

 

（出典：「令和３年経済センサス-活動調査」（総務省）をもとに作成）  
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③従業者規模別事業所数 

従業者規模別事業所数をみると，「１～４人」（52.3％）が最も高く，次いで「５～９人」

（20.8％）となっており，従業者規模９人以下の事業所が約７割を占めます（図表３-９）。 

 

図表３-９ 従業者規模別従業者数 

 

（出典：「令和３年経済センサス-活動調査」（総務省）をもとに作成） 

 

④産業分類別従業者数 

産業分類別従業者数をみると，「卸売業，小売業」（20.1％）が最も高く，次いで「医療，

福祉」（17.5％），「教育，学習支援業」「宿泊業，飲食サービス業」（ともに 9.8％）となっ

ています（図表３-10）。 

 

図表３-10 産業分類別従業者数 

 

（出典：「令和３年経済センサス-活動調査」（総務省）をもとに作成）  
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サービス業

（他に分類され

ないもの）

7.7%

公務

2.7%

【従業者数：83,029人】



 

12 

 

⑤産業分類別付加価値額 

調布市の全産業（公務を除く）の純付加価値額は 299,947 百万円であり，産業分類別で

みると，「卸売業，小売業」（63,040百万円）が最も多く，次いで「医療，福祉」（52,905百

万円），「教育，学習支援業」（22,767百万円），「学術研究，専門・技術サービス業」（22,713

百万円）となっています（図表３-11）。 

 

図表３-11 産業分類別付加価値額 

 

※純付加価値額：純付加価値額＝売上（収入）金額－費用総額＋給与総額＋租税公課 

なお，付加価値とは，企業等の生産活動によって新たに生み出された価値のこと

で，生産額から原材料等の昼間投入額を差し引くことにより算出。 

※民営事業所のみの数値。また，令和２年の１年間を把握したもの。 

（出典：「令和３年経済センサス-活動調査」（総務省）をもとに作成） 
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⑥創業支援 

調布市産業労働支援センターでは，創業を志す人や経営課題を解消したい人を支援する

ため，創業経営相談や各種セミナーの開催，インキュベーション施設（スモールオフィス）

の運営等を行っています。 

同センターが実施している様々な相談事業の件数の推移をみると，平成 30年度以降，相

談件数が減少傾向にありましたが，令和４年度には増加に転じ，全体で 967 件の相談件数

となっています（図表３-12）。 
 

図表３-12 産業労働支援センターが実施する相談事業の件数の推移 

 

 

⑦降車人員 

市内の鉄道駅での降車人員（総数）の推移をみると，令和元年までの７万人台から令和

２年にはコロナ禍の影響で５万人台へ減少しましたが，その後，増加傾向にあり，令和４

年では約６万人にまで回復しています。（図表３-13）。 

 

図表３-13 市内の鉄道駅での降車人員（総数）の推移 

 

※調布駅，つつじヶ丘駅，飛田給駅，西調布駅，布田駅，国領駅，柴崎駅，仙川駅，京王多摩川駅の合計。 

（出典：「東京都統計年鑑」をもとに作成）  

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

創業等相談 488 651 552 536 518 559

テーマ別個別相談 24 102 83 86 109 265

融資個別相談 8 6 9 9 11 8

多摩信用金庫相談員による
創業経営相談

99 106 127 137 93 98

よろず経営相談 40 122 32 23 - -

ｅ－プロジェクト
（特定創業支援等事業）

10 11 18 12 12 22

事業承継個別相談 - 4 4 1 2 3

事業者向け税務相談 - - - 16 16 12

合計 669 1,002 825 820 761 967

70,211 71,865 71,350 

50,142 
54,613 

59,338 

0人
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30000人

40000人

50000人

60000人

70000人

80000人

平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年
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(３)地域資源 

調布市は，様々な都市機能を備え利便性が高く，豊かな自然環境と調和したまちです。 

地域資源として，都立神代植物公園等の自然や深大寺や文化会館たづくりをはじめとし

た歴史・文化施設，国際スポーツ大会の開催が可能な大規模施設が集積するほか，映画・映

像関連企業が集積した「映画のまち」，ＦＣ東京等と連携したスポーツ振興のまち，水木マ

ンガの生まれた街等，多面的な魅力に満ちたまちといえます（図表３-14）。 

 

図表３-14 市内の主な地域資源 

自然 

〇都立神代植物公園 

〇都立野川公園 

〇都立武蔵野の森公園 

〇多摩川       等 

歴史 

〇深大寺 

〇西光寺 

〇近藤勇生家跡 

〇郷土博物館     等 

文化・スポーツ 

〇文化会館たづくり 

〇武者小路実篤記念館・実篤公園 

〇せんがわ劇場・  

東京アートミュージアム 

〇味の素スタジアム 

〇武蔵野の森総合スポーツプラザ 等 

企業等 

〇角川大映スタジオ 

〇日活調布撮影所 

〇水木プロダクション 

〇イオンシネマ シアタス 調布 

〇高津装飾美術        等 

※写真出典は，調布観光ナビ（https://csa.gr.jp/）。  
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３ 市内事業者の実態 

市内事業者の実態として，令和２・３年度の事業所経営実態調査結果及び令和５年度の

市内事業者実態調査結果を，以下のように取りまとめました。 

 

(１)景況・経営動向 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大前（2019 年 12 月以前）の売上高と比較した場合

（感染拡大前の売上高を 100 とした場合），感染拡大前の売上高水準に達していない（100

未満）事業者が半数を超えて（52.2％）います（図表３-15）。 

 

図表３-15 新型コロナウイルス感染症の感染拡大前の売上高と比較した場合の現在の売上高水準 

 

（出典：「調布市の産業振興施策に関するアンケート調査報告書」（令和６年３月）） 
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120～
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（n=603）

100未満
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ＤＩ値3をみると，景況感，売上高，経常利益は好転している一方，資金繰りは横ばい，

仕入単価は悪化し，約６割が仕入単価上昇との見通しを持っています。資源価格の高騰・

高止まりによる収益力の低下が，経営安定化への大きな懸念材料となっています（図表３-

16）。 

 

図表３-16 ＤＩ値 

 

（出典：「調布市の産業振興施策に関するアンケート調査報告書」（令和６年３月）） 

  

                                                   
3 ＤＩ値（景況判断指数）＝定的評価の割合－否定的評価の割合 

 ＤＩ値は，景況，売上高等の各項目についての判断の状況を表すものです。ゼロを基準として，プ

ラスの値で上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し，マイナスの値で下向き傾向を表す回答

の割合が多いことを示します。なお，業況や売上高等の増加は肯定的評価，仕入単価等の増加は否

定的評価となります。また，雇用人員等については，他の項目とは異なり，適正割合の推移から上

向き・下向きを判断します。 

2021年度との比較
（実績）

2022年度
を基準

2023年度との比較
（見通し）

実績→

見通し

▲ 6.2 景況感 ▲ 1.2
5.0

ポイント

好転

▲ 5.1 売上高 ▲ 2.5
2.6

ポイント

好転

▲ 15.0 経常利益 ▲ 9.9
5.1

ポイント

好転

▲ 18.0 資金繰り ▲ 18.2
0.2

ポイント

悪化

▲ 45.8 仕入単価 ▲ 54.4
8.6

ポイント

悪化

ＤＩ値（景況判断指数）＝定的評価の割合－否定的評価の割合
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現在，直面している経営上の問題点は，「原油・物価高騰に伴う材料費・光熱費・人件費

の高騰」「人材不足，従業者の確保が困難」「需要の停滞，市場の縮小，客数の減少」等が上

位に挙げられています（図表３-17）。 

 

図表３-17 現在，直面している経営上の問題点 

 

（出典：「調布市の産業振興施策に関するアンケート調査報告書」（令和６年３月）） 
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(２)人材確保 

「正規社員」「パート・アルバイト」に関わらず，人手不足感は高まっています（図表３

-18）。また，業種別でみると，「建設業」では「正規社員」，「小売業」では「正規社員」「パ

ート・アルバイト」，「医療，福祉」では「パート・アルバイト」の人手不足感が高くなって

います。 

 

図表３-18 現在，直面している経営上の問題点 

【従業者数（正規社員）】 

 

【従業者数(パート・アルバイト) 】 

 

（出典：「調布市の産業振興施策に関するアンケート調査報告書」（令和６年３月）） 
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(３)デジタル化（ＩＴ化） 

デジタル化（ＩＴ化）に取り組んで「ない」は１割未満にとどまり，初期段階4のデジタ

ル化（ＩＴ化）は着実に浸透しているものの，デジタル化による業務効率化や収益力向上，

新たなビジネスモデル構築等の発展段階に着手する事業者は少数派となっています（図表

３-19）。 

 

図表３-19 デジタル化への取組状況 

 

（出典：「調布市の産業振興施策に関するアンケート調査報告書」（令和６年３月）） 

  

                                                   
4 【デジタル化の４段階】 

①紙や口頭でのやり取りが中心であり，デジタル化による業務の効率化は図られていない状態 

②連絡に社内メールを使用，会計処理・給与計算・売上日報などにパソコンを利用する等，アナロ

グからデジタルに向けたシフトを始めた状態 

③業務効率化のための社内規定の整備や業務フローの見直しなどに取り組み，商品・サービス別売

上の分析や，顧客管理，在庫管理等に向けたデジタル化に取り組んでいる状態 

④マーケティング・販路拡大・新商品開発・ビジネスモデル構築などのためにデータが統合された

システムなどを活用することで，デジタル化による経営の差別化や 

（出典：令和 3 年度中小企業の経営戦略及びデジタル化の動向に関する調査に係る委託事業） 
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決済方法は，キャッシュレス決済併用の動きは出始めているものの，現金志向が根強く

残っています（図表３-20）。 

 

図表３-20 販売額全体を 100 とした場合の現金 

 

（出典：「調布市の産業振興施策に関するアンケート調査報告書」（令和６年３月）） 
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(４)市の施策・事業 

令和３年度調布市事業所経営実態調査報告書では,今後期待する事業者支援策として「人

材確保への支援」の割合が顕著に上昇しています（図表３-21）。 

また，地域の個人商店・小規模事業主に着目した施策を望む意見が多くなっています。 

 

図表３-21 今後期待する事業者支援策 

 

（出典：「令和３年度調布市事業所経営実態調査報告書」（令和４年３月）） 
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市が行っている各産業振興施策について，「重要度（期待度）が高く満足度が低い施策」

（市内事業者からみてより優先度が高いと判断されている施策）として「デジタル化（Ｉ

Ｔ化）への支援」「人材確保・育成への支援」「消費喚起策の実施」「国・東京都の支援策の

情報提供」「バリアフリー化への支援」が挙げられています（図表３-22）。 

 

図表３-22 市が行っている各産業振興施策についての重要度（期待度）と満足度 

 

 

※「現在の満足度」の選択肢の「満足していない」＝１，「あまり満足してない」＝２，「どちらでもな

い」＝３，「やや満足している」＝４，「満足している」＝５と仮定して，各選択肢への回答数に掛け，

合計値を平均し指数を算出。「今後の重要度（期待度）」も同様。 

（出典：「調布市の産業振興施策に関するアンケート調査報告書」（令和６年３月）） 
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４ 消費行動の分析 

消費行動の分析として，令和５年度の市民実態調査及び来街者実態調査結果を，以下の

ように取りまとめました。 

 

(１)市民の意識・行動 

①普段の買い物行動 

普段，よく利用する店舗・購入手段をみると，「青果・精肉・鮮魚」「酒類・飲料」「総菜・

弁当」「日用雑貨」では「自宅周辺のスーパー」が最も高くなっています。また，「外食・飲

食」では「市内の駅周辺の大型商業施設」が最も高く，次いで「自宅周辺の一般商店」とな

っています（図表３-23）。 

 

図表３-23 普段，よく利用する店舗・購入手段 

 

（出典：「調布市の産業振興施策に関するアンケート調査報告書」（令和６年３月）） 

 

 

  

（n=1,275） （単位：％）

自宅周辺の
一般商店

自宅周辺以
外の市内一
般商店

自宅周辺の
スーパー

自宅周辺以
外の市内
スーパー

自宅周辺の
コンビニエ
ンスストア

市内の駅周
辺の大型商
業施設

青果・精肉・鮮魚 10.4 4.0 74.7 32.5 4.2 20.8

酒類・飲料 6.6 3.7 63.0 24.2 27.0 10.2

外食・飲食 30.4 20.6 18.6 8.6 12.1 39.8

総菜・弁当 14.7 5.6 59.0 21.6 31.7 20.5

日用雑貨 15.1 7.8 50.4 21.3 7.0 31.8

高級衣料 0.9 1.6 1.1 0.5 0.1 18.2

市内の幹線
道路沿道の
大型商業施
設

市外の実店
舗

インター
ネット
ショップ

宅配・配達
サービス
（生協，
ネットスー
パーなど）

自分では購
入しない

青果・精肉・鮮魚 7.0 7.1 2.2 16.9 7.2

酒類・飲料 6.2 7.3 14.2 13.6 5.2

外食・飲食 12.6 29.5 1.6 3.8 3.8

総菜・弁当 5.7 8.2 1.0 4.9 10.0

日用雑貨 12.5 12.7 28.0 9.4 4.0

高級衣料 5.0 40.1 24.3 0.6 24.9
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自宅周辺の一般商店を利用しない理由は，「自宅近くにない」「なじみの店舗がない」「１

カ所で買い物が済まない」「欲しい商品・サービスが十分でない」が上位に挙げられていま

す（図表３-24）。 

 

図表３-24 自宅周辺の一般商店を利用しない理由 

 

（出典：「調布市の産業振興施策に関するアンケート調査報告書」（令和６年３月）） 

 

  

45.5 

40.0 

23.8 

22.2 

19.9 

17.3 

8.1 

6.7 

6.7 

5.9 

5.1 

4.3 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅近くにない

なじみの店舗がない

１カ所で買い物が済まない

欲しい商品・サービスが十分でない

品揃えが豊富でない

お得感がない

通勤・通学・仕事の途中にない

駐輪・駐車場がない・少ない

営業時間が短い

普段の買物にあまり時間をかけたくない

キャッシュレス決済に対応していない

催し物・特売がない・少ない

その他

（n=1,275）
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普段よく利用する決済方法は，「クレジットカード決済」が７割半ば，「電子マネーでの

決済」「スマートフォン決済（ＱＲコード決済）」が４割半ばの一方，「いずれも利用してい

ない（現金のみ）」は１割未満であり，キャッシュレス決済が浸透しています（図表３-25）。 

 

図表３-25 普段よく利用する決済方法 

 

（出典：「調布市の産業振興施策に関するアンケート調査報告書」（令和６年３月）） 

 

②商店街の利用状況等 

普段の買い物で商店街を「利用している」は 29.8％，市内商店街で開催されているイベ

ントに「行ったことがある」が 35.7％であり，イベントでの集客を商店街の新規顧客獲得

につなげていく余地はあると考えられます（図表３-26）。 

 

図表３-26 普段の買い物で商店街 

 
（出典：「調布市の産業振興施策に関するアンケート調査報告書」（令和６年３月）） 

  

74.8 

45.9 

44.9 

12.5 

11.9 

5.5 

0.2 

6.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

クレジットカード決済

電子マネーでの決済

（交通系ICカード，nanaco，WAONなど）

スマートフォン決済（ＱＲコード決済）

（PayPay，au PAY，楽天ペイなど）

スマートフォン決済（キャリア決済）（ドコモ払い，

auかんたん決済，ソフトバンクまとめて支払いなど）

各種ポイントカードでの決済

デビットカード決済

その他

いずれも利用していない（現金のみ）

（n=1,275）

行ったこと

がある

35.7%

行ったこと

はない

60.6%

無回答

3.7%

市内商店街開催イベント（n=1,252）

利用して

いる

29.8%

利用して

いない

64.1%

わからない

6.0%

無回答

0.1%

普段の商店街利用（n=1,275）
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市内の商店街がどうなれば，より利用するかについては，「品揃えを豊富にする」「品質・

鮮度が良い商品を揃える」が上位に挙げられています（図表３-27）。 

 

図表３-27 市内の商店街がどうなれば，より利用するか 

 

（出典：「調布市の産業振興施策に関するアンケート調査報告書」（令和６年３月）） 

 

③観光のまちとしての評価 

友人や知人に対して，買い物・遊び，

または観光を目的に訪れるまちとし

て，「調布市」をお薦めしたいかどう

かについて，「お薦めしたいと思う」

「どちらともいえない」が各４割，

「お薦めしたいと思わない」が約１

割となっています（図表３-28）。 

 

 

 

  

46.0 

40.2 

29.3 

24.2 

22.3 

21.4 

20.5 

20.0 

16.4 

9.5 

7.9 

6.4 

5.7 

5.3 

4.1 

2.4 

10.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

品揃えを豊富にする

品質・鮮度が良い商品を揃える

駐輪・駐車場を整備する

歩きやすい空間を確保する

キャッシュレス決済を浸透させる

イベント等，きっかけづくりを強化する

安全・安心な商品・サービスを充実する

無料の休憩場所を設置する

楽しく買い物ができる演出をする

地域での居場所機能を強化する

子育て関連の商品・サービスを充実する

防犯・防災拠点としての機能を強化する

施設・設備のバリアフリー化を進める

子どもや高齢者の見守り機能を強化する

授乳・おむつ替えスペースを設置する

その他

特にない

市内の商店街がどうなれば利用したいか（n=1,275）

図表３-28 買い物・遊び，または観光を目的に訪れる 

まちとして，「調布市」をお薦めしたいかどうか 

お薦めしたい

と思う

40.9%

どちらとも

いえない

41.3%

お薦めしたい

と思わない

11.6%

わからない

3.6%

無回答

2.6%

友人や知人への推奨意向（n=1,275）
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④調布市の施策 

期待する施策として，「まちを歩いて楽しめる環境づくりを推進する」「子どもや高齢者

にやさしい産業・商業の創出・育成を推進する」「商業・商店街活性化支援を推進する」「日々

の暮らしを支える消費喚起策を充実させる」が上位に挙げられています（図表３-29）。 

 

図表３-29 期待する施策 

 

（出典：「調布市の産業振興施策に関するアンケート調査報告書」（令和６年３月）） 

  

52.0 

42.7 

36.6 

36.5 

32.5 

28.2 

22.0 

18.7 

15.1 

13.3 

11.1 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

まちを歩いて楽しめる環境づくりを推進する

子どもや高齢者にやさしい産業・

商業の創出・育成を推進する

商業・商店街活性化支援を推進する

日々の暮らしを支える消費喚起策を充実させる

健康・スポーツ・文化等，他分野と

連携した産業振興策を推進する

調布市内で働きやすくなるように，

雇用支援策を充実させる

地域ブランドを創出・活用し，調布の

魅力を生かした特産品を充実させる

ＩＴ化（デジタル・キャッシュレス化）

への支援を充実させる

観光客の誘致，地域資源の有効活用を推進する

起業・創業支援を行い，新規事業・

ビジネス創出を促進する

中小企業の後継者育成・

事業承継支援を充実させる

その他

（n=1,275）
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(２)来街者の意識・行動 

①観光全般 

遊びや観光をはじめとする外出に求めるものとしては，「おいしいものを食べる」「リフ

レッシュ・ストレス解消をする」「家族や友人・恋人と一緒にいる時間を楽しむ」「こころを

豊かにする」「新しい経験をする」が上位に挙げられています（図表３-30）。 

 

図表３-30 遊びや観光をはじめとする外出に求めるもの 

 

（出典：「調布市の産業振興施策に関するアンケート調査報告書」（令和６年３月）） 

 

遊びや観光に出掛ける頻度は，新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響で一旦減少

しましたが，感染症法上の５類移行後（令和５年５月以降）は回復傾向にあり，新型コロナ

ウイルス感染症流行前（令和元年 12月以前）の水準に戻りつつあります（図表３-31）。 

 

図表３-31 遊びや観光に出掛ける頻度 

 

（出典：「調布市の産業振興施策に関するアンケート調査報告書」（令和６年３月）） 

82.8 

68.5 

47.7 

44.7 

43.8 

38.7 

33.8 

25.0 
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リフレッシュ・ストレス解消をする

家族や友人・恋人と一緒にいる時間を楽しむ
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その他

（n=600）
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②調布市との関り方 

調布市への来訪に際しての宿泊経験は，「宿泊したことはない（日帰り）」が 82.7％，「調

布市内に宿泊したことがある」が 16.0％，「調布市内に宿泊したことはなく，調布市外に宿

泊した」が 1.3％となっています（図表３-32）。 

 

図表３-32 調布市への来訪に際しての宿泊経験 

 
（出典：「調布市の産業振興施策に関するアンケート調査報告書」（令和６年３月）） 

 

調布市内での行動について周遊ルートの有無を聞いたところ，「特にない」が 78.8％，「周

遊ルートあり」は 21.2％となっています（図表３-33）。 

 

図表３-33 調布市内での周遊ルートの有無 

 
（出典：「調布市の産業振興施策に関するアンケート調査報告書」（令和６年３月）） 
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調布市内の施設や観光スポットで知っている・行ったことがあるものについては，どち

らも「深大寺」「味の素スタジアム（東京スタジアム）」「調布パルコ」「都立神代植物公園」

「鬼太郎茶屋」「武蔵野の森総合スポーツプラザ」が上位に挙げられています（図表３-34）。 

 

図表３-34 調布市内の施設や観光スポットで知っている・行ったことがあるもの 

 

（出典：「調布市の産業振興施策に関するアンケート調査報告書」（令和６年３月））  
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調布市内で開催されるイベントで知っている・行ったことがあるものについては，どち

らも「調布花火」「深大寺だるま市」「映画のまち調布シネマフェスティバル」が上位に挙げ

られています。一方，「知っているものはない」は 27.0％，「行ったことがあるものはない」

は 51.2％を占めています（図表３-35）。 

 

図表３-35 調布市内で開催されるイベントで知っている・行ったことがあるもの 

 

（出典：「調布市の産業振興施策に関するアンケート調査報告書」（令和６年３月）） 

  

51.0 

12.8 

19.5 

8.0 

17.8 

14.0 

33.2 

9.2 

8.5 

6.7 

9.8 

17.5 

11.3 

10.8 

10.3 

8.2 

5.8 

0.0 

27.0 

30.5 

8.0 

9.5 

4.2 

8.7 

7.5 

17.8 

6.5 

4.7 

4.2 

5.3 

7.2 

5.2 

5.0 

5.5 

4.5 

3.7 

0.8 

51.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

調布花火

調布観光フェスティバル

映画のまち調布 シネマフェスティバル

高校生フィルムコンテスト

ゲゲゲ忌

調布七福神めぐり

深大寺だるま市

青赤ストリート

調布国際音楽祭

調布市郷土芸能祭ばやし保存大会

野川灯篭流し

調布よさこい

調布市民文化祭

調布市商工まつり

調布市民スポーツまつり

調布市農業まつり

マルシェ ドゥ 調布

その他

知っているものはない

(n=600) 知っている

行ったことがある



 

32 

 

今後，より多くの人に調布市を訪れてもらうために必要なものは，「インターネット（ホ

ームページなど）を活用した情報発信」「グルメや飲食店の充実」「ＳＮＳ（Ｘ(旧Ｔｗｉｔ

ｔｅｒ)・ＹｏｕＴｕｂｅなど）を活用した情報発信」が上位に挙げられています（図表３

-36）。 

 

図表３-36 より多くの人に調布市を訪れてもらうために必要なもの 

 

（出典：「調布市の産業振興施策に関するアンケート調査報告書」（令和６年３月）） 
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５ 現状を踏まえた上での課題 

(１)市内事業者について 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大前の売上高水準に達していない市内事業者が半数

を超えており，売上創出のための消費喚起策や，事業基盤の安定化に向けた事業者支援策

の充実が求められています。 

また，市内事業者の約６割が仕入単価上昇の見通しを有しており，資源価格の高騰・  

高止まりによる収益力低下が経営安定化への大きな懸念材料となるため，足下の物価高騰

対策支援は引き続き重要視されます。 

さらに，市内事業者から施策ニーズとして高い「デジタル化（ＩＴ化）への支援」「人材  

確保・育成への支援」「消費喚起策の実施」をより充実することで，市内事業者の生産性や

商品力の向上，事業の持続的発展に繋げることが求められています。 

これまでの市の取組からみえる課題としては，創業チャレンジ支援事業や見本市等出展

支援事業など，ニーズに対して利用枠が不足しており，より事業を活用してもらえるよう

な対応が求められています。また，円滑な事業承継支援に向けて，関係機関との連携強化

が求められています。 

 

(２)商工業について 

新型コロナウイルス感染症を契機とした消費者ニーズの変化や社会全体のデジタル化へ

の急速な進展に対応するために，デジタル化（≒ＤＸ）を通じた事業変革により，新規需要

開拓や付加価値向上を図ることが重要となります。 

市民が市内の商店街に求めているものとしては，「品揃えを豊富にする」「品質・鮮度が

良い商品を揃える」が上位に挙げられており，市民ニーズに対応するための商品力・サー

ビス力向上による高付加価値化・差別化を図ることが求められます。 

  また，市民が市に期待する施策として，「子どもや高齢者にやさしい産業・商業の創出・

育成」「商業・商店街活性化支援」「消費喚起策を充実」が上位に挙げられており，まちのに

ぎわい創出への取組が重要視されています。 

市内の実情をみると，商店街などで小売業の路面店が少なくなってきており，各商店会

の特性にあった支援を図ることが重要です。また，商店会数の減少，役員の高齢化・成り手

不足に対応するため，商店会の組織力の強化に向けた取組が求められています。 

ものづくりという観点では，大型の空き地がなく，住宅地が多く所在するため，工業及

び製造業の開業や営業がしづらいという課題の解決に向けた取組が求められています。 

 

(３)観光について 

市民，来街者ともに，市内の多くの観光資源を認知しているものの，複数の観光資源を

一度に訪問する「回遊」はあまり行われていません。また，数多くある観光資源をつなぎあ

わせて複合的な効果や成果を生み出す取組も不足しています。 

  こうした点を踏まえて，市内の観光資源の価値を再発見・再認識・ＰＲするとともに，

集客・回遊・消費の好循環を創出するための取組を充実することで，観光をきっかけとし

た地域経済の活性化に向けた取組が求められています。 
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  また，地域資源は豊富にありますが，知名度が高い名産物・フードが不足しており，遊

びや観光で求められる「おいしいものを食べる」というニーズに対して，調布らしさを実

感できる商品・サービスを充実させていくことが課題となっています。 

  そういった商品・サービスを充実させるためには，ＶＦＲ5に着目した取組などを通じて，

市中に潜在する魅力的なモノやコトを見つけ出すとともに，時流に乗った効果的な情報発

信の手段を用いて，より多くの市民や来街者に知ってもらえるような取組が重要となりま

す。 

 

(４)起業・創業について 

開業費用の少額化が進む等，創業にチャレンジしやすい環境が整う状況の中で，引き続

き，起業・創業に挑戦するチャレンジャーへの支援充実が重要です。 

事業者への相談体制が充実している産業労働支援センターが市内に存在していますが，

同センターの認知度が高いとは言えない状況です。 

  同センターの認知度向上を図りつつ，必要な支援を，必要なひとに，必要なタイミング

で提供する仕組みを構築することが求められています。 

 

(５)雇用・就労について 

市内事業者における人手不足感は，正規社員，パート・アルバイトに関わらず高まって

おり，人材確保・育成支援に向けた取組が求められています。 

また，後継者不足に悩む中小企業に対する事業承継支援も，事業者が抱える課題が様々

で複雑なため，関係機関との連携強化が求められています。 

 

 

  

                                                   
5 “Visiting friends and relatives”という友人や親族を訪ねる旅行のことです。 
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第４章 地域経済活性化に向けた取組の基本的な考え方 

１ 本プランの目標 

本プランは，基本構想が示すまちの将来像（「ともに生き ともに創る 彩りのまち調布」）

の実現に向けて，地域経済活性化の観点から目標を定め，目指すものとなります。 

こうした点を踏まえて，調布ならではの魅力にあふれ，活気に満ちたまちにするために，

基本構想に示す２つの分野別の将来像を，本プランの目標に位置づけます。 

 

【本プランの目標】 

 

誰もが新たなことにチャレンジでき，産業が発展するまち 

まちの活力を高めるために，様々な産業分野における新たなチャレンジを応

援するとともに，産学官民の連携を通じて，よりよい未来に向けて発展して

いくまちを目指します。 

また，市内事業者への支援，観光施策と連動した消費喚起の促進等による地

域経済の活性化に取り組み，活発な経済活動が持続的に循環・発展していく

まちを目指します。 

 

 

調布ならではの魅力でみんなをわくわくさせる，にぎわいの

あるまち 

「古刹・深大寺」，「映画のまち調布」，「水木マンガの生まれた街 調布」等

の地域資源を磨き上げるとともに，市内外に向けて，調布ならではの魅力を

効果的にＰＲすることで，多くの人々の好奇心を刺激し，にぎわいのあるま

ちを目指します。 

  

 １ 

 ２ 
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２ 基本方針 

本プランの目標を実現するために，以下の３つの基本方針を掲げます。 

 

１【集客・消費の喚起】産業の活性化に伴う地域経済力の向上 

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが５類に変更され，人流も増えてき

ており，徐々に地域でのにぎわいが戻りつつあります。一方，感染症拡大前の売上高の水

準に達していない市内事業者が散見されることから，市内事業者支援の中核を担う商工会

や市内中小事業者が集う商店会を支援することで，市内事業者の事業活性化を促す取組が

重要となります。また，調布ならではの産業として映画・映像関連企業やＦＣ東京，水木マ

ンガの生まれた街の活用に関連した取組が求められています。 

こうした点を踏まえ，市内事業者支援の中核たる商工会と商店会，地域産業の活性化に

取組みます。具体的には，商工会や商店会の運営支援，商店街の環境整備，地域特性を生か

した産業振興等により，地域経済力を高め，活気あふれるまちづくりを推進します。 

 

２【集客・回遊の創出】地域資源を活用した魅力ある観光振興 

調布市では，複数の観光資源を一度に訪問する回遊はあまり行われておらず，観光資源

をつなぎあわせて複合的な効果や成果を生み出す取組も不十分な状況です。また，調布ら

しさを実感できる商品・サービスの充実や効果的な情報発信手段の活用も課題として挙げ

られます。 

こうした点を踏まえて，地域資源を最大限に掘り起こし，育み，つなぎ，有機的に活用す

ることで，持続可能な観光振興を図ります。具体的には，多様な主体との連携によるにぎ

わい創出，様々な手法を活用した魅力発信，調布市観光協会との協働での取組の推進等に

より，集客から回遊，消費へとつなげる好循環を創出します。 

地域の魅力を最大限に引き出し，多くの人々に選ばれるまちづくりを推進します。 

 

３【集客・回遊・消費の好循環の下支え】市内事業者等のチャレンジ支援による 

持続的な地域産業の基盤づくり 

物価高騰や人件費高騰などの影響を受ける市内事業者を取り巻く経営環境は，依然とし

て厳しい状況が続いており，加えて，正規社員，パート・アルバイトに関わらず人手不足の

問題も抱えているため，経営状況の安定化や人材確保・育成支援の充実が求められていま

す。また，起業・創業に挑戦するチャレンジャーへの支援充実も重要となります。 

こうした点を踏まえて，市内事業者の持続的な経営につながるように支援するとともに，

新たな挑戦への支援を行い，地域産業の持続的発展を支える基盤を構築します。 

具体的には，中小企業・小規模事業者への支援や創業支援，事業継続のための人材確保

の支援や様々なニーズに対応した雇用・就労の支援等により，市内事業者における持続可

能な事業基盤の構築と新たな起業・創業の増加につなげていきます。 

集客・回遊・消費の好循環を下支えするための取組を充実させることで，市全体の産業

基盤を強化します。  
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第５章 今後の取組方針 

１ 産業の活性化に伴う地域経済力の向上 

(１)商工会運営や商店会活動の支援 

市内事業者支援の中核として，市内での消費活動の促進に向けた事業や調布ならではの

商品開発のための取組，事業継続や起業・創業のための支援など，幅広い取組みを行う調

布市商工会の運営を支援するとともに，地域に密着した商店会へのイベント事業の補助や

地域資源との連携のための働きかけ，各種情報発信の取組等を通じて，より多くの市内事

業者の積極的な事業展開を促し，地域の魅力を引き出すことで，まちのにぎわいを広げ，

地域経済力の向上を図ります。 

 

(２)魅力ある商店街の形成に向けた環境整備支援 

商店会には，地域消費の要としての役割だけでなく，安全・安心を支えることやコミュ

ニティとしての役割も期待されているため，多くの人が魅力に感じ，安心して訪れること

が出来るように，商店街の案内看板やアーケード等の設置に伴う施設整備や街路灯に係る

電気料金に対する補助，老朽化した街路灯の維持・撤去費用等の助成を行い，商店街の環

境整備を支援していきます。 

また，役員不足や高齢化のために組織の維持が難しくなっていることから，組織力を高

められるような取組についても積極的に検討していきます。 

 

(３)地域特性を生かした産業振興 

市に集積する様々な地域資源を有機的に活用することで，産業振興を図ります。 

映画・映像関連企業が集積した映画のまち，ＦＣ東京等と連携したスポーツ振興のまち，

水木マンガの生まれた街等，市が有する多面的なまちの魅力を生かした事業展開により，

まちへの集客力向上と市内消費の拡大につなげます。 
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２ 地域資源を活用した魅力ある観光振興 

(４)多様な主体との連携によるにぎわいの創出 

多様な主体との連携を通じて，市内に活気とにぎわいを生み出す取り組みを推進します。

商店会，企業，市民，来街者等，市内外問わず，様々な関係者と協力・連携しながら事業を

展開し，多くの人が集うにぎわいのあるまちづくりを実現します。 

市民や来街者を対象にした体験型イベントや様々な地域資源が連携したイベントの開催

等を通じて，多様なニーズに応えるとともに，多くの人に調布の魅力を再発見してもらう

ことを目指します。 

 

(５)様々な手法を活用した効果的な魅力発信 

紙媒体，デジタル媒体を問わず，多様な手法を駆使して市内の魅力を効果的に発信し，

市民や来街者に地域の魅力を再発見してもらう取組を推進します。また，地域の“推し”を

市民が自発的に発信するように働きかける等により，地域の新たな名物の掘り起こしにつ

なげます。 

観光ガイドブックやパンフレット，ポスター等の紙媒体を効果的に活用するとともに，

ＳＮＳやウェブサイト，アプリ等を駆使して，地域産品や観光スポット，イベント等を効

果的に紹介することで，多様なターゲット層にアプローチし，多くの人々に調布の魅力を

伝えます。 

 

(６)調布市観光協会との協働による取組の推進 

調布市観光協会との協働により，それぞれの組織の特性を生かしつつ，役割を分担する

ことで各種事業を効果的に進めるとともに，より広域かつ多様な主体との連携を通じて，

連動性を意識した観光振興に資する取組を推進し，にぎわいの創出や来訪者の回遊性の向

上につなげます。 

また，調布市観光ボランティアガイドについても，より幅広い活動が出来るように支援

するとともに，調布市観光協会の豊富な知見とネットワークを活用して，地域の観光資源

を効果的に活かしたイベント等を展開します。 
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３ 市内事業者等のチャレンジ支援による持続的な地域産業の基盤づくり 

(７)中小企業・小規模事業者への支援 

市内中小企業•小規模事業者の競争力向上や経営基盤の安定・成長を支援するため，資金

調達力の強化，事業承継，商品開発•販路拡大等の様々な経営課題の解決に向けて，関係機

関と連携して支援します。 

また，キャッシュレス決済の導入支援やデジタル化に向けた技術支援も充実させ，効率

的な経営を実現することで，事業者が新しいビジネスチャンスを捉え，持続的な発展に向

けた経営基盤の強化につなげます。 

 

(８)創業の支援 

新たなビジネスの創出による地域経済の活性化に向けて，創業支援策を充実させます。 

創業希望者に対する包括的な支援を行うため，産業労働支援センターを拠点として，専

門家による経営相談やビジネスプランの作成支援等を実施します。 

さらに，創業者同士の交流やネットワークづくりのための機会を設け，ビジネスチャン

スの拡大を図ります。 

 

(９)事業継続のための人材確保に向けた支援 

市内中小企業・小規模事業者の事業継続と成長を支えるため，人材確保に向けた包括的

な支援策を展開します。 

市内中小企業等の就労者を支援するため，引き続き調布市勤労者互助会の活動を支援し

ます。新型コロナウイルス感染症の影響や物価高騰等により人材不足に直面している事業

者に対し，求職者等とのマッチング機会を提供します。また，人材確保をテーマとしたセ

ミナーの開催や市内雇用の促進に資する周知・啓発など図ります。 

そのほか，円滑な事業承継や後継者不足の解消に向けた支援も実施し，次世代経営者の

育成を支援します。 

 

(10)庁内及び関係機関との連携による，様々なニーズに対応した雇用・就労支援 

市民の多様な就労ニーズに応えるため，ハローワーク府中と連携しながら，調布国領し

ごと情報広場の運営に参画し，就職に関する相談や情報提供等，地域住民や事業所の求人・

求職のニーズに対応した包括的な就労支援策を展開します。 

子育てをしながら就職を希望している方に対して，マザーズコーナーによる就職支援を

実施するほか，ちょうふ若者サポートステーション事業を通して，働くことに悩みや不安

を抱える 15～49歳までの若者の就労や自立を支援します。 

また，庁内及び様々な関係機関との連携により，求職者の就労支援とともに働く場の確

保に向けた取組みを進めます。 


